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災害時住民支え合いマップ 
を作ろう 

■住民の支え合いによる「福祉のまち」が防災にも強い！ 

毎年のように全国各地で災害が起きており、大きな被害を受けています。 

その中で、被災された多くの方は、普段からかかわりのある地域の人からの支援で避

難・救助されたことが明らかになっています。 

災害時住民支え合いマップの目的と活用 

・災害時に支援が必要な方を把握し、支援できる人材を把握する 

・漠然と分かっているつもりの災害時の避難経路や避難場所をはっきりさせる 

・このマップをとおして、地区や日頃の生活上の様々な問題が発見できる 

・地区の防災訓練や迅速な避難支援に活用する 

・外部からの応援者（消防・警察等）への情報提供がスムーズに行うことができる 

 ■災害からひとりも取り残さないために 

いつ災害が起きるかわからない今、住民みんなが無事に避難するために、避難方法

を確認しておくことや、支援が必要な方を地域が知り、普段から気にかけあえる関係

を築いておくことが大切ではないでしょうか。 

■災害時のための情報把握や、 

住民の支え合いを広める災害時住民支え合いマップ 

 

※一例です。地域の実情に合わせ記載内容

等は様々です 

 

 

地図に避難場所や避難

の必要な方の情報を書

き込みます。 

近所の顔見知りの人が

安否確認等を行うこと

のできるしくみを考え

ます。



 

 

 

 

 

■支え合いマップ Q＆A 

 

 Q 支え合いマップは誰が作るの？ 

 A できるだけ多くの方の関わりの中で作り上げることが望ましい形です。 

   班や組などのご近所の顔の見えるつながりの中で作っていただくほか、役員さんを 

中心に作成するなど様々ですが、皆さんのご理解とご協力をいただきながら、進めて

いけたらと思います。また、作成には住民自治協議会が支援をします。 

 

 

Q 個人情報を掲載することでプライバシーの侵害にならないの？ 

 A ご本人や家族の方の同意の上で情報を掲載します。載せてほしくない内容や、掲載を

望まない方の内容は記入しません。また、避難経路や避難場所などの公の情報を記載

した防災マップは多くの方に配布いたしますが、支え合いマップ調査票の内容や個人

の情報の入ったマップは、区役員（区長・自治会長など）・民生委員・住民自治協議

会の限られた範囲でのみ利用・保管します。※各自治会にお問い合わせください 

 

 

 Q 具体的には何に協力すればよいの？ 

 A 災害時住民支え合いマップ作りの目的は、「日頃から災害時まで住民同士で支え合え

る地域づくり」です。この取り組みは誰かに強制されて進めるものではなく、自分た

ちの住む地域を自分たちの手で住みやすく安全なものにする自主的な活動です。 

   この目的をぜひご理解いただき、「プライバシー」という防御を少し緩めて、災害時

に助けてくれるかもしれない人たち、困ったときに声をかけてくれる人たちの訪問や

情報の提供をお願いします。  

 
 

※この取り組みは、地域の助け合いにより少しでも災害時の被害を減らそうとするもので、災害の状況に

より必ず支援を受けられるとは限りません。 また、支援をする人の安全が確保できる範囲で行われるも

のであり、責任をおうものではありません。 

 

災害時住民支え合いマップ作りは、日頃の生活から緊急時まで 

地域のみなさまが安心して暮らせる地域づくりを進めるための非常に有効な方法です 

川中島町住民自治協議会（社会福祉部会） 

TEL ２８５－２７１２  


